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一戸高等学校(仮称)整備検討委員会会議結果

　ここのページは、岩手県ページ「審議会等の会議」（http://www.pref.iwate.jp/~hp020501/kaigi/）から引用したものに、内容は変更しないように配慮しながら、削除・体裁の変更を加えたものです。
　ここのページの責任は私個人にあります。削除等の要望かありましたら、掲示板でお知らせ下さい。

第１回一戸高等学校(仮称)整備検討委員会
２　開催日時
平成14年10月８日(火)　午後３時～午後５時
３　開催場所
一戸町民文化センター　大会議室
４　議題及び報告事項
挨拶
　一戸高等学校長
　岩手県教育委員会　伊藤勝高校改革推進監
経過報告・紹介
　(1) 経過報告（校長）
(質疑なし)
　(2) 整備検討委員会設置運営要項の説明（校長）
(質疑なし)
　(3) 委員の紹介（校長）
　(4) 事務局員の紹介（校長）
協議
　　（校長が仮議長となり議事進行）
　(1) 役員(委員長、副委員長)の選出について
　　委員長は高橋校長、副委員長は藤沢教頭に決定した。
　　（委員長が議長となり議事進行）
　(2) 整備検討委員会運営基本方針について(委員長)
質疑
「検討委員会の開催は、年間どれぐらいになるのか。」
「意見集約の時期などについては期限があるのか。」
　(3)「総合学科」の学習、当面の検討事項について
・「総合学科」の学習(副事務局長)
　質疑：「選択できる科目に工業系の科目例がないがそれはどうしてか。」
・当面の検討事項について(委員長)
　事務局案にもとづいて系列・教育課程から話し合うことが決定された。
　(4) 次回日程と系列の検討にあたっての行事について(委員長)
　総合学科の系列・教育課程を考える会(仮称)を一般町民の方々からも広く意見を求めるという趣旨で11月２日(土)10：00～12：30、総合保健福祉センターふれあい交流室で開催することに決定された。
　第２回整備検討委員会は11月27日(水)15：00より開催することが決定された。
　(5) その他
・考える会にできるだけ多くの情報を提出してほしいという意見が出された。
閉会
５　傍聴人数
　７人（うち報道関係者４人)
６　問い合わせ先
　 岩手県二戸郡一戸町一戸字蒔前６０－１
　　一戸高等学校(仮称)整備検討委員会事務局、岩手県立一戸高等学校

１　開催した会議の名称
第２回一戸高等学校(仮称)整備検討委員会
２　開催日時
平成14年11月27日(水)　午後３時～午後５時
３　開催場所
岩手県立一戸高等学校　桜陵会館１階ホール
４　議題及び報告事項
挨拶
　整備検討委員長
　岩手県教育委員会
報告
　(1) 「総合学科の系列・教育課程を考える会」(平成14年11月2日開催)についての報告
資料にもとづき事務局より報告された。
協議
　(1) 総合学科の系列について
検討委員より系列についての意見が出された。
　(2) 次回日程について
平成15年1月28日(火)15：00　町民文化センターでの開催を事務局より提案され承認された。
　(3) その他
(質疑応答なし)
５　傍聴人数
　３人
６　問い合わせ先

　　岩手県二戸郡一戸町一戸字蒔前
　　一戸高等学校(仮称)整備検討委員会事務局、岩手県立一戸高等学校

１　開催した会議の名称
第４回一戸高等学校(仮称)整備検討委員会
２　開催日時
平成15年２月24日(月)　午後３時～午後５時
３　開催場所
一戸町民文化センター　２階大会議室
４　議題及び報告事項
挨拶
　整備検討委員長
協議
　(1) 総合学科の系列について
検討委員より系列についての意見が出され、検討した結果以下の５系列に決定された。
「人文・自然」
「介護福祉」
「グリーンエコロジー」
「文化・デザイン」
「情報ビジネス」
　(2) 次回日程について
系列が決定したため本年度は今回にて終了した旨委員長から報告された。
（次年度については未定）
　(3) その他
(質疑応答なし)
５　傍聴人数
　３人（うち報道関係１人）
６　問い合わせ先
　　岩手県二戸郡一戸町一戸字蒔前
　　一戸高等学校(仮称)整備検討委員会事務局、岩手県立一戸高等学校

第５回一戸高等学校(仮称)整備検討委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　開催日時
平成15年６月４日(水)　午後３時～午後４時２７分
３　開催場所
一戸町町民文化センター　２階大会議室
４　議題及び報告事項
あいさつ
・一戸高等学校長
・岩手県教育委員会
経過報告
協議
（１）役員の選出について
　・委員長に日山敏子(一戸高校校長)、副委員長に坂上一雄(一戸町助役)が選出された。
（２）導入年度について
　・検討の結果、17年度導入に決まった。
（３）今後の検討スケジュールについて
　・検討の結果事務局案のとおり進めて行くことに決まった。
（４）その他
　・次回は学校名の選定方法について検討する事が決まった。
５　傍聴人数
一般　２人
報道　０人
６　問い合わせ先
　　岩手県二戸郡一戸町一戸字蒔前
　　一戸高等学校(仮称)整備検討委員会事務局、岩手県立一戸高等学校

第５回一戸高等学校(仮称)整備検討委員会会議録
日　時：平成15年６月４日(水)　午後３時～午後４時28分
場　所：一戸町町民文化センター　２階大会議室 　　　　 
１　開会のことば
　整備検討委員　千葉　春夫(一戸高校教頭)
２　あいさつ
　(1) 一戸高校校長　日山敏子
　①　委員承引と県教委主席者へのお礼
　②　整備検討委員の委嘱について
　昨年度発足した本会は継続審議であるため要綱上の委員の選任とは異なるが、転勤等でやむを得ない場合を除き委嘱当初の委員を中心に継続してお願いすることをご了承願いたい。
　③　本校総合学科への動き
　昨年度の系列決定にいたるまでのご苦労に感謝を申し上げたい。
　導入年度は、県教育委員会の発表によると当初平成13年度の予定であったが、14年度へ、現在は16年度以降になるとしている。そこで本日は導入の年度を中心にご検討願いたい。当然のごとく施設・設備についても話題にのぼると思われるが、校舎の新築は国の基準とそれに基づく県の方針等により、一気に全面改築はあり得ないものと考えている。単独改編校では校舎の全面新築は予定していないということも聞いている。特にも一線校舎は平成８・９年度に大改修をしており当分は取り壊し出来ない情況にあることをご理解いただきたい。とはいっても学科改編にあたり、魅力ある学校づくりが大切なので系列に基づいたカリキュラム編成をし必要な施設・設備は県に要望して行きたい。
　私見であるが導入年度が先になればなるほど条件が悪くなるような気がする。例えば生徒の数の減少や本校職員のやる気をそぐことになりはしないかと心配している。
　そこで早期に導入し、走りながら考えるのも一つの方法ではないかとも考えているが、後程委員のみなさまのご忌憚のないご意見をお願いしたい。
　(2)　岩手県教育委員会　主任指導主事　岩泉康喜
　昨年10月から一戸高校の整備権等委員会が開かれているが、地域の方々の意見もとり入れながら進めてきた。委員の方々には、昨年度は多くの建設的意見を出していただいた。今年度も引き続きよろしくお願いしたい。
　・出席者紹介（日山校長）
県教委　２名（岩泉康喜、長澤孝征）
整備検討委員　11名（中谷勲、坂上一雄、秋元弘子、三浦学、安保隆壽、駒木慶憲、
　　　　　　　鈴木勝也、大道不二夫、千葉春夫、清水正太郎）
事務局　９名（菊池陽、千葉雅彦、室岡美奈、駿河朋仁、高橋雅典、川袋康史、
　　　　　　　藤澤大、横坂さくら、千葉賢郎）
３　経過報告（千葉教頭）
　・資料にもとづいて報告
　　質疑等無し
４　協議
　　議長：日山校長
　（１）役員選出　
・委員長の選出
　昨年度にひきつづき校長にお願いしたい。（鈴木委員）
　一同賛成
・副委員長の選出
　副委員長は坂上委員にお願いしたい。（中谷委員）
　一同賛成
○役　員
委 員 長　日山敏子
副委員長　坂上一雄
・議長選出
　規約にもとづき委員長が務める。以降、日山委員長が議事進行。
　（２）導入年度の検討
・事務局より提案（千葉教頭）
・質疑：16年度または17年度実施の場合、現在の校舎など今の施設・設備で始められるのか。(中谷委員)
　応答：設備面で既存のものと最も異なるのがビジネス情報の系列で、コンピューター等の情報機器を新規に導入しなければならないしそのための教室等も整備しなければならないが、概ね既存の施設・設備を補う状態ですすめて行けるものと思われる。ただ一年次で学習する「産業社会と人間」で必要とする大講義室が現在の施設にはないので今後検討しなければならないことの一つである。（日山委員長）
・意見：17年度のスタートを希望するが、校舎がそのままで中身を変えただけでは子供たちが行きたいと思わないのではないかと思う。施設・設備の整備を条件に17年度からの導入をお願いしたい。(秋元委員)
　応答：予算などについては非常に厳しい状況にもあり、この場での回答は出来かねるが、意見要望として持ち帰りたい。(県教委)
・質疑：16年度より導入の案の場合、準備期間が無いので実施が難しいとあるが具体的にはどのような準備が必要なのか。(鈴木委員)
　応答：学科改編に伴い地域との関係や受験生への説明など校内の準備以外にも時間が必要となる。（日山委員長）
・質疑：校舎の改築などに伴い校舎の耐震度の調査を行っているのか。(坂上副委員長)
　応答：その資料については残されていない。（清水事務長）
・意見：早ければ早いほどいいと思うが、準備期間なども配慮して17年度改編にしてはどうか。秋元委員の意見にもあったが、外見も少し変わったというイメージが大切だと思うので、校舎改築なども含めて検討して行くべきではないか。(大道委員)
・意見：16年度、17年度にかかわらず、盛り上がっているときに実施しないとならないと思う。早めに実施すべきだと思う。また、系列についても、実施が遅れると求められるものが変わって行って対応できなくなるのではないか。(三浦委員)
　応答：系列については実施以降に検討して変えて行くことも可能であるのでその点では心配はいらないと思う。(県教委)
・質疑：生徒数の減少はどうなっているのか。(三浦委員)
　応答：16年度までは著しく減少するわけではないが、17年度以降年間10名ぐらいずつの緩やかな減少傾向にある。これまでのデーターから、町内の中学生が全員一戸高校へ来ているわけではないので、本校へ目を向けていただけるような工夫をしていきたい。（日山委員長）
・意見：昨年の検討委員会などからみても委員の意見も早期実施へと変わっている。是非とも17年度の実施をお願いしたい。（秋元委員）
・意見も出尽くしたようなので17年度導入で要望していくというとことでいかがか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(日山委員長)
　一同賛成により本委員会としては、導入の年度を平成17年度とする。
　（３）　今後の検討スケジュール
　　・資料にもとづき事務局案を説明(千葉教頭)
　　・補足説明(日山委員長)
　　　一同原案賛成
　（４）　その他
・本委員会としては、導入年度が決定したので次に校名について委員の方々の意見をいただきたい。次回までに選定方法の案を示したいと考えているので、ご検討願いたい。(日山委員長)
　 一同賛成
５　その他
　　提出議題なし
６　閉会のことば
　　整備検討委員　千葉春夫(一戸高校教頭)

１　開催した会議の名称
第６回一戸高等学校(仮称)整備検討委員会
２　開催日時
平成15年７月２日(水)　午後４時～午後４時57分
３　開催場所
一戸町町民文化センター　２階大会議室
４　議題及び報告事項
あいさつ
　整備検討委員長
協　議
（１）　校名について
委員より意見が出され校名を公募することが決定した。
（２）　その他
議案なし
５　傍聴人数
　２人（うち報道関係１人）
６　問い合わせ先
岩手県二戸郡一戸町一戸字蒔前
一戸高等学校(仮称)整備検討委員会事務局、岩手県立一戸高等学校

第６回岩手県立一戸高等学校(仮称)整備検討委員会会議録
日　時：平成15年７月２日(水)　午後４時～午後４時57分
場　所：一戸町町民文化センター　２階大会議室 　　　　 
１　開会のことば（千葉教頭）
２　あいさつ
　・　整備検討委員長
①　前回の検討委員会に関連して
　・　委員へのお礼
前回検討委員会では、17年度実施を決定していただいた。
　・　岩手日報の記事について
　　　　資料８ページに掲載してあるのでご覧いただきたい。
②　一戸高校の近況について
　・　昨日の「ICHIKOオープンキャンパス」について
アンケートを今後の教育活動に生していきたい。
　・　後日開催予定の一日体験入学について
　　総合学科改編を視野に入れ、体験内容を工夫するなど現在開催の準備をすすめている。
③　今回の検討委員会について
　・　本日の検討委員会の議題について
校名について検討していただく。
３　協　議
　(１)　校名について
○　校名についてどのようにしたらよいかご意見をいただきたい。(委員長)
・　校名を変更すべきだが、「一戸」は残すべきだ。「一戸総合」などではいかがか。
（大道委員・中谷委員）
・　校名を変更すべきではないと思う。変更するにしても同窓生の思い入れもあるので、同窓生の意見をいただいた方が良いのではないか。（鈴木委員）
・　大々的に変更すべきだ。確かに「一戸」の名称を残すことも大切だとは思うが、これからの生徒たちが入学する学校であるのだから、新しい時代の意欲に満ちた名前にしてはどうか。(駒木委員)
・　変更の是非に関らず、名称を公募してはどうか。（秋元委員）
○　一通りご意見をいただいたが、校名の公募について異議がなければ事務局よりその方法について原案を出していただきたいがいかがか。(委員長)
一同賛成
○　校名公募について事務局より資料に基づき提案(千葉教頭)
○　公募する範囲をどこまでにしたら良いかご意見をいただきたい。(委員長)
・　岩手県全体ではなく町内及び近隣市町村の住民でよいのではないか。
(秋元委員・中谷委員・駒木委員)
・　町内及び近隣市町村の住民でよいが、同窓生については同窓会支部の範囲で意見を求めて欲しい。(鈴木委員)
○　公募範囲については、町内及び近隣市町村の住民、小学生・中学生については町内および近隣市町村に新学区の葛巻町・安代町・大野村を加えた範囲で、同窓生については同窓会支部を含める範囲とするということでいかがか。(委員長)
一同賛成
○　その他にご意見等はないか。(委員長)
・　校名を採用された方に対して表彰などはしないのか。(坂上委員より質問)
[応答]　参考にするための公募であって、同じ校名を考える人が何百人も出てくることも考えられる。コンクールのように表彰する趣旨のものではない。（委員長）
・　校名変更に関してどのような影響があるのか。(大道委員より質問)
[応答]　本校の校歌にはその歌詞に「一戸高校」と学校名が歌い込まれているので当然校歌も変わる。公印などさまざまなものが変わることになる。(委員長)
・　公募したものの中で一番多いものに決定するのか。（鈴木委員より質問）
[応答]　あくまで参考にするということであって、公募した中でもっとも多かったものを必ずしも決定とするものではない。(委員長)
　(２)　その他
議案なし
４　その他
　(１)　次回の検討委員会について
８月中旬から９月の上旬を考えているが、委員の方々のご都合はいかがか。(千葉教頭)
８月下旬は一戸祭り、９月は町議会があるのでその点を配慮していただきたい。(坂上委員)
５　閉会のことば（千葉教頭）

第７回一戸高等学校(仮称)整備検討委員会
２　開催日時
平成15年９月９日(火)　午後４時～午後５時40分
３　開催場所
一戸町町民文化センター　２階大会議室
４　議題及び報告事項
あいさつ
　整備検討委員長
経過報告
（１）　校名公募に関る作業について資料に基づき経過報告
協　議
（１）　校名について
　応募総数2,157通から上位49通を校内推進委員会が第一次絞り込みを行なった。その結果15通を参考資料として示し、それをもとに検討した結果、「一戸」、「一戸桜陵」、「一戸総合」、「一戸櫻陵」の順に順位を付けて県教育委員会へ提出する事とした。
（２）　その他
　すでに決定している５系列の１つである「介護福祉」系列を事務局の提案により、その取り扱う範囲を広める意味で間に「・」を入れて「介護・福祉」系列に変更することを委員全員一致で承認した。
５　傍聴人数
　３人（うち報道関係１人）
６　問い合わせ先
岩手県二戸郡一戸町一戸字蒔前60-1

一戸高等学校(仮称)整備検討委員会事務局、岩手県立一戸高等学校
第７回一戸高等学校(仮称)整備検討委員会会議録
日　時：平成15年９月９日(火)　午後４時～午後５時40分
場　所：一戸町民文化センター　２階大会議室　　　　　　
１　開会のことば
　整備検討委員　千葉春夫(一戸高校教頭)
２　あいさつ
　・　整備検討委員長　日山敏子(一戸高校長)
　公募した結果2,157通の応募をいただいた。本校総合学科改編への期待感を感ずるとともに関係各位に感謝申し上げる。
　校内推進委員会で第一次絞り込みをした結果を参考にして、校名のご検討をいただきたい。
３　経過報告
・　校名公募に関る作業経過について協議の中で事務局から経過報告（千葉校内推進委員長）
４　協　議
　(1) 校名について
・　事務局より提案（千葉校内推進委員長）
　校名公募について資料に基づき説明
　応募総数2,157通を事務局が検討し、複数の応募があった49の校名から校内職員及び生徒代表の投票によって上位15の校名に絞り込んだ。
・　今回可能であれば３ないし４に絞り込んだものを県に報告したいが、無理なようであれば次回委員会まで持ち越して審議していただいても結構である。ご意見があればいただきたい。（委員長）
・　何でも変えればいいというものでもないと思う。校名を変更しない方がよいという意見が最も多いようであるし、校名を変更するべきではないと思う。(鈴木委員)
・　中学生の応募状況を見ても現状のままというのが全体と同じく多かったようである。一方、中学校の職員からは総合という特色をもっと出してもいいのではないかという意見が出ていた。(安保委員)
・　校名を変えても伝統が消えるわけではないと思うので、校名を変えていままで受け継いで来たものは残す努力をすることが大切で、変えた方がいいと思う。(大道委員)
・　地名などは子供たちの誇りにも通じるものがあり変えるべきではないと思っているが、一戸高校という現在の名称についてはそれほどの思い入れはなく、一戸総合高等学校になってもらいたいと思う。(駒木委員)
・　一戸という名称は残してもらいたいが、一戸高校は変わるのだという意味も含めて変えた方がいいのではないかと思う。(坂上委員)
・　未来思考に変えていって欲しい。総合学科に変わるのだから変えた方がいい。伝統と新しいものを含めたものがいいのではないか。伝統は大切だが郷愁にひたる必要はない。(秋元委員)
・　「総合」を付けた学校の総合とは総合学科から取ったものか。(坂上委員)
・　早い年度に総合学科に改編した学校が「総合」と付けているようである。(委員長)
・　この委員会ではどの程度まで決めればいいのか。(坂上委員)
・　県教委では３ないし４に順位をつけて報告して欲しいということである。(委員長)
・　私が個人的に選ぶとしたら「一戸桜陵」しかも字は「櫻陵」、それから「一戸総合」「一戸」の順で３つを選ぶ。(坂上委員)
・　校名とはそうそう変えるものではないと思う。同窓生からだけではなく在校生からも変えないで欲しいという要望が強く出ていることからも変えるべきではないと思う。以前の校名である一戸高等女学校時代の卒業生である同窓生からも変えないで欲しいといわれている。たとえば盛岡第一高校や福岡高校が学校名を変えることはないであろうし、一戸町に一つだけしかない高校であるのだから一戸高校のままでよいという意見も同窓生から出されている。(鈴木委員)
・　子供たちの意見から見ても一戸高校のままでよいという意見である。強いて３つ選ぶとすれば「一戸」「一戸総合」「一戸桜陵」の順で選ぶ。(安保委員)
・　「一戸総合」、「櫻」の漢字で「一戸櫻陵」、思い切って一戸を入れないで「桜ヶ丘」の順で選ぶ。(駒木委員)
・　変えた方がよいという観点で「一戸総合」、意見が多かったので「一戸」「一戸桜陵」の順で選ぶ。(秋元委員)
・　各委員の皆様にご意見をいただいたので「一戸」「一戸桜陵」「一戸総合」の３つに絞り込んでもよいか。(委員長)
・　旧字体の「櫻」の「一戸櫻陵」も２人の委員から意見が出ているので４つ目の案として入れてはどうか。(秋元委員)
・　それでは「一戸」「一戸桜陵」「一戸総合」「一戸櫻陵」の４つということですが、今回２人の委員が欠席であるが順位までここで決めてよろしいか。（委員長）
・　校名についての審議は非常に大事であると思う。４つにまで絞り込めたので順位については次回に持ち越してもいいのではないか。(坂上委員)
・　校名の順位まで含めた決定はいつ頃までか。(駒木委員)
・　次の委員会に持ち越すにしても遅くとも来週中には決めていただきたい。(委員長)
・　今回で順位まで決めてしまった方がいいという意見が複数の委員から出される。
・　今回できめることで異議はないか。(委員長)
　一同賛成
・　順位について意見を出していただきたい。(委員長)
・　同窓生の票を除いても「一戸」という意見が強いことから、応募数のとおり「一戸」「一戸桜陵」「一戸総合」そして旧字体の「一戸櫻陵」の順にしてはどうか。(鈴木委員)
・　それではその他の各委員からも順位について意見をいただきたい。（委員長）
・　「一戸櫻陵」「一戸桜陵」「一戸総合」「一戸」(坂上委員)
・　「一戸桜陵」「一戸総合」「一戸」「一戸櫻陵」(秋元委員)
・　「一戸」「一戸総合」「一戸桜陵」「一戸櫻陵」(安保委員)
・　「一戸櫻陵」「一戸」「一戸総合」の３つだけ。(大道委員)
・　「一戸桜陵」「一戸総合」「一戸」「一戸櫻陵」(駒木委員)
・　「一戸」「一戸桜陵」「一戸櫻陵」「一戸総合」(千葉委員)
・　「一戸」「一戸総合」「一戸桜陵」「一戸櫻陵」(清水委員)
・　すべての委員からの意見をいただいたので集計に時間を要するので５分ほど休憩とする。（委員長）
・　集計の結果、順位１位として各委員からあげられた校名は「一戸」が４人で最も多かった。順位２位としてあげた校名は「一戸桜陵」２人と「一戸総合」２人の同数であった。順位３位としてあげた校名は「一戸総合」が４人であった。順位４位としてあげた校名は「一戸櫻陵」が４人であった。(千葉委員)
・　順位２位の校名を「一戸総合」と「一戸桜陵」のどちらにするかご意見をいただきたい。(委員長)
・　複数の委員より順位２位には「一戸桜陵」をという意見が出される。
・　まとめると順位１位を「一戸」に、順位２位を「一戸桜陵」に、順位３位を「一戸総合」に、そして順位４位を「一戸櫻陵」とする。なお、「一戸桜陵」と旧字体の「一戸櫻陵」を合せると「一戸」と同数であった。ということでよろしいか。(委員長)
　一同賛成
　(2) 系列名の変更について
・　本会で決定済みである「介護福祉」系列を、少子化に対応した児童福祉や社会福祉全般を学べるように「・」を入れ、「介護・福祉」系列としたいがよろしいか。(委員長)
一同賛成
・　次回委員会開催予定についてはお蔭様で大きな検討事項は終わったので、県教委の校名決定後に委員の都合を調整の上、事務局から連絡をする。（委員長）
５　その他
　質疑応答なし
６　開会のことば
　整備検討委員　千葉春夫(一戸高校教頭)

